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後
藤
氏
は
、
ま
ず
、
「
自

然
資
本
認
識
の
重
要
性
」
に

言
及
し
、
気
候
変
動
を
例
に

「
自
然
資
本
の
毀
損
（
き
そ

ん
）
の
影
響
」
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
人
為
的
な
自
然
資

本
の
毀
損
の
流
れ
（
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
の
増
加
、
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
上
昇
、
温

暖
化
の
進
展
、
気
候
シ
ス
テ

ム
の
変
化
）
に
よ
り
起
こ
る

一
次
的
影
響
・
二
次
的
影

響
、
金
融
・
保
険
シ
ス
テ
ム

の
イ
ン
パ
ク
ト
、
企
業
の
戦

略
と
リ
ス
ク
管
理
へ
の
イ
ン

パ
ク
ト
を
指
摘
し
、
続
い

て
、
「
自
然
資
本
評
価
の
試

み
と
課
題
」
「
自
然
資
本
毀

損
の
意
味
」
「
Ｅ
Ｒ
Ｍ
経
営

上
の
視
点
」
「
自
然
資
本
毀

損
に
関
す
る
シ
ナ
リ
オ
分
析

の
推
進
と
課
題
」
「
今
後
の

Ｅ
Ｒ
Ｍ
上
の
課
題
」
の
順
に

解
説
し
た
。
そ
の
上
で
、

「
自
然
資
本
は
目
に
見
え
な

い
が
、
そ
の
影
響
は
大
き

い
。
リ
ス
ク
の
発
見
や
リ
ス

ク
評
価
を
数
量
化
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
企
業
は
自
然

資
本
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
長
期

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

意
識
す
べ
き
」
と
結
ん
だ
。

　
大
森
氏
は
、
「
企
業
の
リ

ス
ク
論
お
よ
び
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
論
が
提
唱
、
実
践

さ
れ
て
か
ら
約
１
０
０
年
が

経
過
し
て
い
る
が
、
近
代
資

本
主
義
発
展
に
お
け
る
経
営

手
法
の
一
つ
で
あ
る
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
が
求
め
る
組
織

体
制
を
、
米
国
ト
レ
ッ
ド
ウ

ェ
イ
委
員
会
支
援
組
織
委
員

会
（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
）
が
提
唱
す

る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
ス
キ
ー
ム
か
ら
解

明
し
、
組
織
の
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
と
の
関
連
性
を
考
察

す
る
。
ま
た
、
日
本
企
業
に

お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
取
り
組
み
体
制
の
現
状

と
そ
の
課
題
を
把
握
す
る
と

と
も
に
企
業
価
値
の
評
価
を

試
み
る
」
と
説
明
し
た
。

　
報
告
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
　

Ｅ
Ｒ
Ｍ
：
２
０
１
７
は
、
Ｃ

Ｏ
Ｓ
Ｏ
　
Ｅ
Ｒ
Ｍ
：
２
０
０

４
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
比

較
す
る
と
「
プ
ロ
セ
ス
」
か

ら
「
カ
ル
チ
ャ
ー
、
能
力
、

実
務
」
へ
と
大
き
く
概
念
が

拡
大
さ
れ
た
と
指
摘
。
今
後

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組

織
体
制
は
、
「
経
営
管
理
型

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
→

「
経
営
戦
略
型
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
→
「
全
社
的
経

営
戦
略
型
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
へ
と
変
遷
す
る
と
想

定
し
、
日
本
企
業
が
こ
れ
ら

３
類
型
の
い
ず
れ
か
を
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
体
制

と
し
て
採
用
し
て
い
る
こ
と

を
前
提
に
調
査
を
実
施
し

た
。
具
体
的
に
は
、
「
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会

（
Ｒ
Ｍ
Ｃ
）
が
設
置
さ
れ
て

い
る
経
営
戦
略
型
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
と
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
専
門
部
門
が
設
置
さ

れ
て
い
る
経
営
管
理
型
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
導
入

状
況
を
、
「
東
洋
経
済
新
報

社
が
発
行
す
る
Ｃ
Ｒ
Ｓ
企
業

総
覧
」
を
基
に
調
査
し
、
そ

の
内
容
を
報
告
し
た
。
調
査

後
の
集
計
か
ら
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ

Ｏ
　
Ｅ
Ｒ
Ｍ
：
２
０
１
７
が

求
め
る
全
社
的
経
営
戦
略
型

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

変
遷
の
可
能
性
を
有
す
る
企

業
の
占
率
は
ま
だ
低
い
」
こ

と
が
判
明
し
て
お
り
、
今

後
、
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て

い
く
と
い
う
。

　
後
半
で
は
、
特
別
セ
ッ
シ

ョ
ン
「
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン

事
件
～
ガ
バ
ナ
ン
ス
再
考
」

を
実
施
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
首

都
大
学
東
京
の
松
田
千
恵
子

氏
が
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
を
強
く

す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
実
践
」
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
を
行
い
、
鹿
児

島
国
際
大
学
の
今
村
明
代
氏

と
城
西
大
学
の
井
上
昌
美
氏

が
「
持
続
可
能
な
経
営
に
つ

な
が
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
取
り
組
み
と
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係

―
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

観
点
か
ら
―
」
と
題
し
て
報

告
し
、
全
体
討
論
も
行
っ

た
。

　
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
上
田
和
勇
理
事
長
）
は
６
月
22
日
、
専
修
大

学
神
田
校
舎
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
関
東
部
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
約
30
人
が

出
席
し
、
上
田
理
事
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
会
の
戸
出
正
夫
理
事
長
が
「
40
周
年
お
よ
び
『
危
険
と
管
理
第
50
号
記
念

号
』
の
発
行
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
も
活
発
な
討
論
を
期
待
し
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
の
後
藤
茂
之
氏
と
関
西
大
学
の
大
森
勉
氏

が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
自
然
資
本
に
関
す
る
リ
ス
ク
と
チ
ャ
ン
ス
」
、
「
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
お
け

る
戦
略
リ
ス
ク
と
企
業
価
値
」
と
題
し
て
研
究
報
告
を
行
い
、
後
半
の
特
別
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
事
件
を
受
け
て
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
つ
い
て
の
発

表
と
討
論
が
行
わ
れ
た
。

日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
　
関
東
部
会
を
開
催

自
然
資
本
認
識
し
た
Ｒ
Ｍ
を（
後
藤
氏
）

当日は約30人が出席
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〝
ガ
バ
ナ
ン
ス
再
考
”で
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン


